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愛媛大学大学院理工学研究科 
  

自然災害の発生や感染症の流行等による入学試験の実施への影響について 

 自然災害の発生や感染症の流行等によって，入学試験の実施が懸念される場合は，本学のホーム

ページで試験開始時刻の繰り下げ，試験の中止や延期，選抜方法の変更等の対応をお知らせしますの

で，定期的にホームページで確認してください。 

 受験情報サイト（URL） https://juken.ehime-u.ac.jp 

https://juken.ehime-u.ac.jp/
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愛媛大学大学院理工学研究科 博士前期課程 

令和５年度（2023 年度）4 月入学 推薦入学特別選抜 

 

＜募 集 の 概 要＞ 

募集対象 理工学専攻 

産業基盤プログラム（機械工学，機能材料工学，応用化学） 

社会基盤プログラム（環境建設工学，電気電子工学，応用情報工学） 

数理情報プログラム 

募集目安 １００名程度 （「Ⅱ．募集人員」参照） 

※推薦入学特別選抜では，合格者数が上記目安人数に満たない場合がある。 

出願資格・要件 
「Ⅲ．出願資格に関する事項」を参照 
※資格の事前審査を要する場合がある。 

事前登録期間 2022 年 8 月 22 日～9 月 2 日  

※本選抜に志願する場合は，出願に先立ち，事前登録が必要である。 

出願期間 2022 年 9 月 5 日～9 月 12 日（17 時必着） 

※出願書類等を郵送する場合は，出願最終締切日 17 時必着，窓口に持参する場

合は，平日の 9 時から 17 時までとする。 

選抜方法・配点 選抜方法： 面接（口頭試問を含む。）及び書類審査 

面接は，対面またはインターネットインタビュー等により，日本語または英語で実施

する。 

配点： 面接（口頭試問を含む。）200 点，書類 200 点，計 400 点 

総合点により合否を判定する。同点者は同順位とする。 

選抜試験実施日 

試験実施場所 

実施日： 2022 年 10 月 8 日 
実施場所： 愛媛大学大学院理工学研究科（愛媛県松山市文京町） 

※出願受理後，出願者に試験実施時刻・実施場所の詳細を個別に通知する。 

合格者発表 2022 年 10 月 24 日 

Ｗｅｂサイト上に受験番号で合格者を発表するとともに，合格通知書を送付する。 

ＷｅｂサイトのＵＲＬは，10 月 21 日以降に愛媛大学大学院理工学研究科ホーム

ページ（https://www.eng.ehime-u.ac.jp/rikougaku/）へ掲載する。 

電話・E-mail 等による合否の照会には応じない。 

合格者は，１１月 11 日までに入学確約書を提出する必要がある。 

入学手続期間 2023 年 3 月 7 日～3 月 13 日 

入学（予定）日 2023 年 4 月 1 日 

問い合わせ先 
（出願書類，入学手続

書類等提出先） 

愛媛大学教育学生支援部 教育支援課 （理工学研究科）  
  〒790-8577 愛媛県松山市文京町３番 
E-mail アドレス： rikougakum@stu.ehime-u.ac.jp 
※本募集に関する問い合わせは，日本語または英語で E-mail により行うこと。 

（内容により，返信に時間を要する場合がある。） 

https://www.eng.ehime-u.ac.jp/rikougaku/
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愛媛大学大学院理工学研究科 博士前期課程 

令和 5 年度（2023 年度）4 月入学 一般選抜 

 

＜募 集 の 概 要＞ 

募集対象 理工学専攻 

産業基盤プログラム，社会基盤プログラム，数理情報プログラム，自然科学基盤プロ

グラム 

募集人員 248 名 （「Ⅱ．募集人員」参照）  

※上記の募集人員は，一般選抜，推薦入学特別選抜，総合型特別選抜の合格者

数の合計である。 

出願資格・要件 
「Ⅲ．出願資格に関する事項」を参照 
※資格の事前審査を要する場合がある。 

事前登録期間 2022 年 8 月 22 日～9 月 2 日 

※本選抜に志願する場合は，出願に先立ち，事前登録が必要である。 

出願期間 2022 年 9 月 5 日～9 月 12 日（17 時必着） 

※出願書類等を郵送する場合は，出願最終締切日 17 時必着，窓口に持参する場

合は，平日の 9 時から 17 時までとする。 

選抜方法・配点 選抜方法： 個別学力試験（筆記）及び書類審査 

配点： 個別学力試験（筆記）200 点，書類 200 点，計 400 点 

出願時に，入学後に所属を希望するプログラム・分野を申告し，そのプログラム・

分野が指定する個別学力試験の科目を受験する。 

総合点により合否を判定する。同点者は同順位とする。 

選抜試験実施日 

試験実施場所 

実施日： 2022 年 10 月 8 日 

実施場所： 愛媛大学大学院理工学研究科（愛媛県松山市文京町） 

※出願受理後，出願者に試験実施時刻・実施場所の詳細を個別に通知する。 

合格者発表 2022 年 10 月 24 日 

Ｗｅｂサイト上に受験番号で合格者を発表するとともに合格通知書を送付する。 

ＷｅｂサイトのＵＲＬは，10月21日以降に愛媛大学大学院理工学研究科ホームペー

ジ（https://www.eng.ehime-u.ac.jp/rikougaku/）へ掲載する。 

電話・E-mail 等による合否の照会には応じない。 

入学手続期間 2023 年 3 月 7 日～3 月 13 日 

入学（予定）日 2023 年 4 月 1 日 

問い合わせ先 
（出願書類，入学手続

書類等提出先） 

愛媛大学教育学生支援部 教育支援課 （理工学研究科）  
  〒790-8577 愛媛県松山市文京町３番 
E-mail アドレス： rikougakum@stu.ehime-u.ac.jp 
※本募集に関する問い合わせは，日本語または英語で E-mail により行うこと。 
（内容により，返信に時間を要する場合がある。） 

  

https://www.eng.ehime-u.ac.jp/rikougaku/
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Ⅰ．愛媛大学大学院理工学研究科のアドミッション・ポリシー及び概要 

○理工学研究科（博士前期課程）のアドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

＜求める入学者像＞ 
社会や産業構造が急速に変化し，科学技術をどのように社会や産業に還元するかが問われ続ける一方， 

SDGs，Society 5.0 などが指し示す新たな価値の創造に貢献できる人材の不足が指摘されています。大学・

大学院には，社会・産業の変化に柔軟に対応し貢献できる人材を育成し，継続して社会に輩出する重要なミッ

ションがあります。これらの情勢のもとで，愛媛大学大学院理工学研究科は，自然科学から応用科学まで幅広く

特色ある教育体制・研究体制を整えて，高度な知識，新しい価値観を有し，地域とつながり，あるいはグローバ

ルなステージで，創造力豊かに活躍できる高度理工系人材の育成を目指します。 
この目的のために，理工学研究科では，理工系の研究者，技術者，高度専門職業人を目指す国内外の大

学課程修了（予定）者，社会人等を対象に，次の資質・志を有する入学者を募集します。 
 

１．＜学識の基礎＞学士課程修了に相当する知識・教養・倫理観を備えており，自律的に理工学の専門分野

を学修し，研究活動に応用する準備がある。 
２．＜基礎的研究活動力＞研究活動に必要な調査能力・論理的思考力・英語力・コミュニケーション力・プレゼ

ンテーション能力等の基礎的技能を有している。 
３．＜科学・技術に生きる意志＞研究者，技術者，または高度専門職業人として立身し，専門分野の知識と技

能を社会，文化，地球環境保全のために役立てる志を有している。 
 
＜選考方法の趣旨＞ 

(1) 推薦入学特別選抜 
推薦入学特別選抜では，推薦によって応募した志願者を対象に，教育プログラムごとの口頭試問を含む面

接，および出願書類による評価を実施し，入学後の修学に必要となる学識の基礎，基礎的研究活動力，科

学者・技術者として生きる意志について総合評価して選抜します。 
(2) 一般選抜 

一般選抜では，教育プログラムごとの個別学力試験（筆記），及び出願書類による評価を実施し，入学後の

修学に必要となる学識の基礎，基礎的研究活動力，科学者・技術者として生きる意志について総合評価し

て選抜します。 
 
○理工学研究科（博士前期課程）の概要 

 「大学院理工学研究科の組織，専攻・プログラム・分野の教育・研究概要」（https://www.eng.ehime-
u.ac.jp/rikougaku/info/kaiso/documents/outline_jp.pdf）を参照してください。 
  

https://www.eng.ehime-u.ac.jp/rikougaku/info/kaiso/documents/outline_jp.pdf
https://www.eng.ehime-u.ac.jp/rikougaku/info/kaiso/documents/outline_jp.pdf
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Ⅱ．募集人員 

 
理工学研究科 理工学専攻 博士前期課程の募集人員 

教育基盤プログラム 分野 推薦入学特別選抜 募集人員* 

産業基盤 
機械工学 20 人程度 

248 人 

機能材料工学 15 人程度 
応用化学 7 人程度 

社会基盤 
環境建設工学 20 人程度 
電気電子工学 20 人程度 
応用情報工学 10 人程度 

数理情報 数理情報 16 人程度 

自然科学基盤 

物理学  
地球科学 （募集しない） 

化学  
生物学  

*募集人員は，推薦入学特別選抜，一般選抜，総合型特別選抜の合計数です。 

※教育基盤プログラム（分野）の学生受け入れ人数の目安は次の通りです。 
産業基盤プログラム ９２人 （機械工学 ３１人，機能材料工学 ２９人，応用化学 ３２人） 
社会基盤プログラム ７３人 （環境建設工学 ２９人，電気電子工学 ２９人，応用情報工学 １５人） 
数理情報プログラム ２９人 
自然科学基盤プログラム ５４人 （物理学 １４人，地球科学 １２人，化学 １６人，生物学 １２人） 

 
Ⅲ．出願資格・出願要件に関する事項 

１．出願資格 
出願者は，理工学研究科で学業に取り組む強い意志を持つとともに，次の各号のいずれかに該当，または

2023 年 3 月までに該当する見込である必要があります。 
① 大学を卒業した者 
② 学校教育法第 104 条第７項の規定により大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者 
③ 外国において，学校教育における 16 年の課程を修了した者 
④ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育に

おける 16 年の課程を修了した者 
⑤ 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課程を修了した

とされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であっ

て，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者 
⑥ 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について，当該外国の政府又は

関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずる者として文部科学大臣が別に指定す

るものに限る。）において，修行年限が３年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育

における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育

制度において位置づけられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含
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む。）により，学士の学位に相当する学位を授与された者 
⑦ 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすもの

に限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 
⑧ 文部科学大臣の指定した者（昭和 28 年文部省告示第５号） 
⑨ 学校教育法第 102 条第２項の規定により他の大学院に入学した者であって，当該者をその後本学大学院

に入学させる場合において，大学院における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの 
⑩ 本学大学院において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

で，22 歳に達したもの 
 
【注】 

(1) 出願資格②に該当する見込みの者とは，学位規則第 6 条第 1 項の規定に基づき大学改革支援・学位

授与機構が定めている要件を満たすものとして認定を受けている短期大学又は高等専門学校の専攻科に

在籍する者で，当該専攻科の修了が見込まれること及び当該者が学士の学位の授与を申請する予定で

あることを短期大学長又は高等専門学校長が証明できる者をいいます。 
(2) 出願資格③，④，⑤，⑥，⑦，⑧，⑨に該当する場合は，事前登録においてその旨を申し出てください。 
(3) 出願資格⑩に該当する場合は，資格の事前審査(「２．出願資格の審査及び認定」参照)を行います。該

当する志願者は，事前登録においてその旨を申し出て事前審査の手続きを行い，出願資格認定の結果を

受けてから，出願してください。 
 
２. 出願資格の審査及び認定【出願資格⑩に該当する志願者】 

 事前登録において出願資格⑩に該当することを申し出た志願者には，本研究科から志願者が登録した連絡先

に審査手続きに関する通知をします。その通知に従い，下記①の書類を提出してください。 
① 提出書類 

1) 入学資格審査調書＜［様式 7-1］＞ 
2) 入学資格審査志望理由書＜［様式 7-2］＞ 
3) 最終学校の卒業証明書又は修了証明書 
4) 研究活動調書＜［様式 6-1 または 6-3］＞ 
5) 審査の参考となる資料（論文，特許等のコピー） 

② 提出先・提出方法・期限： 通知の際に指示します。 
③ 出願資格の審査と認定 

提出された書類によって資格審査を行い，その結果を志願者本人に通知します。 
なお，資格審査のために提出された書類は返還しません。出願資格を認定された志願者は，「Ⅵ．出願手続」

の記載に基づいて出願書類等を出願期間内に別途提出してください。資格審査結果は，本募集要項に基づ

いて実施する愛媛大学大学院理工学研究科博士前期課程入学者選抜試験に限り有効です。 
 
３. 出願要件【推薦入学特別選抜】 

 推薦入学特別選抜に志願する場合は，上記１．の出願資格を有し，かつ，出身大学等において志願するプロ

グラム・分野に関連のある専門教育を受け，学業成績並びに人物・健康状態とも良好であり，所属あるいは出

身の学校，学部，学科またはコースの長が責任をもって推薦できる者で，合格した場合に入学を確約できる者

である必要があります。 



- 7 - 
 

※推薦入学特別選抜の出願では，上記の出願要件を満たすことを，所属あるいは出身の学校，学部，学科ま

たはコースの長が証明する推薦書を提出する必要があります。（「Ⅵ．出願手続（出願書類・検定料）」を参照） 

 
Ⅳ．選抜方法・配点・評価基準・合否判定基準 

【推薦入学特別選抜】 
(1) 選抜方法   ： 面接（口頭試問を含む。）及び書類審査の結果を総合して選抜します。 
(2) 配点      ： 面接（口頭試問を含む。）200 点，書類 200 点，計 400 点 
(3) 評価基準 
  面接（口頭試問を含む。） ： 基礎学力，目的意識，勉学意欲，自己表現力等について，総合的に評価します。 

（学部等での研究活動内容についてのプレゼンテーションを課すことがあります。） 
  提出書類  ： 学業成績，英語能力，人物，志望動機，研究活動状況等について，総合的に評価します。 

（志願者が社会人の場合は，職務における成果・実績・技能についても評価対象とします。） 
(4) 合否判定基準： 総合得点により合否を判定します。同点者は同順位とします。 

 
【一般選抜】 

(1) 選抜方法   ： 個別学力試験（筆記）及び書類審査の結果を総合して選抜します。 
個別学力試験では，出願時に選択した所属希望のプログラム・分野が指定する専門科

目を受験します。専門科目の概要は (5) 個別学力試験（筆記）の専門科目 を参照して

ください。数理情報プログラムは 2 科目（コンピュータ科学，数学）から 1 科目を出願時に

選択します。出願受理後の受験科目の変更はできません。 
(2) 配点      ： 個別学力試験（筆記）200 点，書類 200 点，計 400 点 
(3) 評価基準 

個別学力試験（筆記）： 志望する分野に関する学力（分野によっては数学を含む）を評価します。 
提出書類： 学業成績，英語能力，志望動機，研究活動状況等について，総合的に評価します。 

(4) 合否判定基準： 総合得点により合否を判定します。同点者は同順位とします。 
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(5) 個別学力試験（筆記）の専門科目 
 

プログラム 
プログラム・分野

の指定専門科目 
科目の概要 

産業基盤 

機械工学 

工学系数学（微積分，線形代数，微分方程式）について出題される問

題を全て解答する。 

また，材料力学，熱力学，流体力学，機械力学から出題される問題のう

ち，２問を選択して解答する。出題範囲は以下の通り。 

材料力学：応力とひずみ，引張りと圧縮，はりの曲げ応力とたわみ，ねじ

り，組合せ応力，柱の座屈，ひずみエネルギー 

熱力学：熱力学第１法則・第２法則，状態量，理想気体，状態変化，蒸

気，熱力学の一般関係式，サイクル，一次元流れ，熱機関，冷凍 

流体力学：流体の特性と流れの基礎，流体静力学，基礎的な流体動

力学，管内の流れ，物体まわりの流れ，理想流体の流れ 

機械力学：１自由度系の振動，２自由度系の振動，ラグランジュの方程

式，多自由度系の振動 

機能材料工学 

工学系数学（微積分，線形代数，微分方程式）について出題される問

題を全て解答する。 

また，1.力学，2.電磁気学，3.材料組織学，4.結晶学，5.物理化学，6.

材料化学のうち，1 と 2 は必ず解答し，3 から 6 のうち 3 問を選択して

解答する。出題範囲は以下の通り。 

力学：力と加速度，運動量とエネルギー，質点系，単振動，連成振動，

連続体の振動 

電磁気学：クーロンの法則，ガウスの法則，静電界と電位，導体と静電

界，電流のまわりの磁界 

材料組織学：状態図，拡散，拡散変態，無拡散変態（マルテンサイト変

態） 

結晶学：金属の結晶構造，ミラー指数，原子配列の解析（X 線回折） 

物理化学：熱力学第 1 法則～第 3 法則，相平衡，反応速度，原子分

子スペクトル，光と物質の相互作用 

材料化学：周期表，化学結合，分子構造，無機物質の結晶構造 

1 から 6 は関数電卓の使用を認める。 

応用化学 

専門化学基礎（有機化学，無機・分析化学，物理化学，生物化学）に

ついて出題される問題を全て解答する。出題範囲は以下の通り。 

原子・分子の構造，化学結合と共鳴，酸と塩基，有機化合物の官能基

と基本反応，酸塩基平衡，キレート，沈殿，気体の状態方程式，熱力学

の第 1〜第 3 法則，物理平衡と化学平衡，遺伝子工学の基礎(遺伝子

クローニング，形質転換，核酸の精製，PCR，制限酵素，電気泳動)，タ

ンパク質の分離・分析の基礎(カラムクロマトグラフィー，電気泳動，吸収

スペクトル分析，定量) 

また，無機・分析化学，物理化学，有機化学，高分子化学，生物化学，

化学工学の 6 科目より各 1～4 問出題される問題から 4 問を選択して

解答する。出題範囲は以下の通り。 

無機・分析化学:専門化学基礎の範囲及び元素各論，無機化合物の構

造と性質，配位化学・配位子場理論，溶媒抽出，クロマトグラフィ，分光
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分析 

物理化学:電気化学の基礎，量子化学の基礎，固体化学の基礎 

有機化学:有機化合物の性質と構造解析，有機反応と合成，反応機構 

高分子化学:縮合重合と重付加，ラジカル重合，イオン重合，開環重

合，高分子反応，付加縮合，孤立高分子の性質，高分子液体，高分

子固体 

生物化学:生体高分子(タンパク質，糖，核酸)とその構成単位の構造と

物性，解糖系，呼吸，電子伝達系，酵素，DNA 複製，RNA 合成，タン

パク質合成，シグナル伝達，感染と免疫 

化学工学:流動，伝熱，分離操作，反応工学 

社会基盤 

環境建設工学 

工学系数学（微積分，線形代数，微分方程式）について出題される問

題を全て解答する。 

また，社会資本整備に関して出題される問題（小論文）を解答する。 

電気電子工学 

工学系数学（微積分，線形代数，微分方程式）について出題される問

題を全て解答する。 

また，電気回路・電子回路・電磁気学について出題される問題を全て解

答する。 

出題範囲は以下の通り。 

電気回路： 直流回路，交流回路，定常解析，過渡解析 

電子回路： 電源回路，増幅回路，演算回路，論理回路 

電磁気学： 静電界，定常電流，静磁界，電磁誘導，マクスウェルの方

程式 

応用情報工学 

工学系数学（微積分，線形代数，微分方程式）について出題される問

題を全て解答する。 

また，情報理論，データ構造とアルゴリズム，計算機システム，機械学

習，プログラミング，オペレーティングシステム，プロジェクトマネジメントか

ら出題される問題のうち，５問を選択し解答する。出題範囲は以下の通

り。 

情報理論：情報量，エントロピー，情報源符号化，通信路符号化 

データ構造とアルゴリズム：データ構造，アルゴリズム，計算量 

計算機システム：ブール代数，論理回路，計算機アーキテクチャ 

機械学習：最尤推定，線形回帰，線形識別，ニューラルネットワーク 

プログラミング：C 言語（変数，配列，構造体，ポインタ，条件分岐，繰り

返し，関数（再帰呼出しを含む）） 

オペレーティングシステム：プロセス管理，メモリ管理，ファイルシステム 

プロジェクトマネジメント：プロジェクトの立ち上げ・計画，プロジェクトの実

行・管理，プロジェクトの終結 

数理情報 

コンピュータ科学 

または 

数学 

【コンピュータ科学】 

工学系数学（微積分，線形代数，微分方程式）について出題される問

題を全て解答する。 

また，情報理論，データ構造とアルゴリズム，計算機システム，機械学

習，プログラミング，オペレーティングシステム，プロジェクトマネジメントか

ら出題される問題のうち，５問を選択し解答する。出題範囲は以下の通

り。 

情報理論：情報量，エントロピー，情報源符号化，通信路符号化 
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データ構造とアルゴリズム：データ構造，アルゴリズム，計算量 

計算機システム：ブール代数，論理回路，計算機アーキテクチャ 

機械学習：最尤推定，線形回帰，線形識別，ニューラルネットワーク 

プログラミング：C 言語（変数，配列，構造体，ポインタ，条件分岐，繰り

返し，関数（再帰呼出しを含む）） 

オペレーティングシステム：プロセス管理，メモリ管理，ファイルシステム 

プロジェクトマネジメント：プロジェクトの立ち上げ・計画，プロジェクトの実

行・管理，プロジェクトの終結 

【数学】 線形代数学，微分積分学，集合と位相について出題される問

題を全て解答する。 

自然科学

基盤 

物理学 
力学，電磁気学，熱統計力学，量子力学について出題される問題を全

て解答する。 

地球科学 

岩石・鉱物学から２問，地質・古生物学から２問， 

地球内部物性・地球惑星物理学から２問，海洋学から２問， 

計８問出題される問題のうち，４問を選択し解答する。 

化学 

基礎化学について出題される問題を全て解答する。 

また，物理化学（量子化学の内容を含む），有機化学，無機化学，生物

化学，分析化学から出題される問題のうち，２問を選択し解答する。 

試験中の関数電卓の使用を認める。 

生物学 

選択問題２問，必須問題１問に解答する。選択問題は，書籍「理系総

合のための生命科学（第５版）」（羊土社）から４問出題され，そのうち２

問を選択する。ただし，24 章，25 章は出題範囲に含まれない。必須問

題では入学後に研究したいテーマに関して，その背景・問題へのアプ

ローチ方法，予想される結果と意義について論述する。 
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Ⅴ．事前登録 

愛媛大学大学院理工学研究科では，入学者選抜の出願に際して事前登録を実施しています。志願者は，

事前登録期間中に必ず登録を行ってください。事前登録は，志願者の連絡先を確認し，本研究科からの情報

提供・通知等を確実に実施できるようにし，出願手続の不備や入学後のミスマッチを防止するためものです。 
事前登録の完了後，受付整理番号を通知します。出願の際に必要ですので記録をお願いします。 
事前登録後に本研究科から個別の問い合わせや手続等の指示があった場合には，それに従ってください。 
 

本募集要項冒頭の【募集の概要】に記載の事前登録期間に以下の URL より登録してください。 
事前登録フォーム URL https://forms.office.com/r/hJgfyCMY8m 

 
【登録内容】 

① 氏名 
② 所属（卒業）学校・学部 （大学院在学中の場合は，大学院名も） 
③ 連絡先メールアドレス 
④ 出願する入試区分（推薦入学特別選抜／一般選抜） 
⑤ 志望するプログラム・分野 
⑥ 筆記試験受験科目（一般選抜で数理情報プログラムを志願する場合） 
⑦ 希望する指導教員名（未定の場合は「未定」） 
⑧ ⑦で希望する教員への出願前の相談の有無 
⑨ 合理的配慮の希望の有無 
⑩ 検定料免除の該当の有無 
⑪ その他の要望（出願資格審査の申し出等） 

 

Ⅵ．出願手続（出願書類・検定料） 

１．出願期間 

本募集要項冒頭の【募集の概要】を参照してください。 
 
２．出願書類 

出 願 書 類 等 の う ち ， 本 研 究 科 所 定 の 書 式 は ， 愛 媛 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ （ https://www.ehime-
u.ac.jp/entrance/master-guidelines-download/）からダウンロードし，A4 サイズ・片面に印刷して使用してく

ださい。様式への必要事項の記載は，パソコン等による方法，自筆のどちらでもかまいません。全ての書類は，

日本語または英語での記載に限ります。 

出願に必要な書類はまとめて出願最終締切日（17 時必着）までに入学試験に関する照会先に郵送または

持参してください。 

(1) 入学志願票，受験票・写真票＜［様式 1-1, 1-2, 1-3］＞ 
入学志願票［様式 1-1, 1-2］は記載欄，記載例の指示に従って，必要事項をもれなく記載してください。希

望するプログラム・分野・指導教員，「Ⅴ．事前登録」において本学より通知された受付整理番号を必ず記載

してください。 
受験票・写真票［様式 1-3］へ添付する写真は，正面上半身脱帽（縦 40mm×横 30mm）で出願前 3 ヶ

https://forms.office.com/r/hJgfyCMY8m
https://www.ehime-u.ac.jp/entrance/master-guidelines-download/
https://www.ehime-u.ac.jp/entrance/master-guidelines-download/
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月以内に撮影したものに限る。 
(2) 大学課程の成績証明書 ＜出身の大学（学部）長等が証明し，厳封したもの＞ 
(3) 大学課程の卒業（修了）証明書または卒業（修了）見込証明書，学士の学位授与証明書または学位授与

申請予定証明書のいずれか ＜出身の大学（学部）長，短期大学長，高等専門学校長等が証明したもの＞ 
※事前に出願資格審査を受け，その結果を受けて出願する場合は， (2)(3)の書類は必要ありません。 
(4) 研究活動調書 （1,000 字程度の卒業研究の概要または卒業論文の要旨, 志望動機・抱負[様式 6-1]，

学術論文，研究報告，特許［様式 6-3］） 
(5) 英語力を証明する書類 （下記【注(8)】参照） 
(6) 検定料払込証明書又は外国送金依頼書のコピー（ただし，下記【注(9)】の該当者は不要）  

「３．入学検定料の納付」参照 
(7) 受験票送付用封筒 （日本国内在住者で受験票の郵送を希望する場合） 

市販の長形３号封筒に自己の宛先を記入し，344 円分の切手を貼ったもの 
 
※推薦入学特別選抜の志願者は，下記(8)の書類を提出する必要があります。 
(8) 推薦書 ＜ [様式 2] 所属あるいは出身の学校（学部，学科，コース）長等が作成し，厳封したもの＞ 
 
※研究機関，教育機関，企業等の正規職員である志願者，および他大学の大学院の博士前期課程に在学中

の志願者は，下記(9)の書類を提出する必要があります。 
(9) 受験許可書 ＜ [様式 4] 所属機関の長等が作成したもの＞ 
 
※外国籍を有する志願者は，必要に応じて下記(10)(11)(12)の書類を提出する必要があります。 
(10) 誓約書 ＜ [様式 3] 志願者が海外在住の場合のみ。本学が指定する期日までに来日する確約書＞ 
(11) 住民票の写し（日本在住の場合）またはパスポートのコピー 
(12) 愛媛大学の学術交流協定校から推薦を受けた者は，それを証明する書類 ＜ [様式 2]＞ 
 
【注】 
(1) 出願には，事前登録の際に通知される整理番号が必要です。必ず事前登録の手続きを行ってください。 
(2) 出願資格審査または事前登録の結果，出願書類の一部について提出期限の延期や提出の免除をする場

合や，追加で確認のための書類の提出を個別にお願いする場合があります。その指示があった場合には従っ

てください。 
(3) 入学検定料の納付及び全ての出願書類等の提出が完了するまで出願は受理されません。「最終締切日」

以降の出願は一切受け付けません。英語外部試験のスコアやパスポートのコピー等の書類が出願期日に間

に合わない場合は，入学試験に関する照会先に申し出てください。 
(4) 証明書類は，必ず原本か，原本証明された写しを提出してください。原本証明のない写しは証明書として認

められません。 
(5) 出願書類に不備がある場合には，出願を受理しません。納付された検定料が不足の場合は書類の不備と

なり，出願は受理されません。 
(6) 出願書類受理後は，いかなる理由があっても書類の変更は認めません。また，出願書類は返還しません。

受理された出願書類に虚偽の記載があった場合は，入学許可後であっても入学の許可を取り消すことがあり

ます。 
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(7) 卒業（修了）見込み等の出願資格で受験して合格した者が，本募集が規定する日までに卒業（修了）でき

なかった場合は，入学の許可を取り消します。 
(8) 英語力を証明する書類として，入学予定日前 2 年以内に受験した TOEIC L&R または TOEFL iBT の

公式スコア，技術英語力検定（2 級以上の級）の認定証のいずれかについて，原本とその写しの提出が出願

に必要です。なお，母語が英語の者，および教授言語が英語のプログラムで学士号を取得した者については，

そのことを証明する書類を代わりに提出することができますので，該当者は出願前に問い合わせてください。こ

れらの証明書は，入学試験における志願者の語学能力の評価，および志願者全体の語学能力の統計・分

析の目的で使用します。 
(9) 志願者が次のいずれかに該当する場合は，検定料は不要です。該当者は，事前登録の際に申し出てくださ

い。 
(a) 愛媛大学の学術交流協定校から推薦を受けた外国人留学生 
(b) 日本国政府（文部科学省）の国費外国人留学生 
(c) 上記以外の外国人留学生で，本学または理工学研究科が定めた特別留学生に選定された者 
(d) 災害救助法適用地域における自然災害の被災者のうち免除特例の該当者 

（参照 URL https://www.ehime-u.ac.jp/entrance/natural-disasters-exemption/） 
  

https://www.ehime-u.ac.jp/entrance/natural-disasters-exemption/
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３．入学検定料の納付 

【日本国内での納付】 
ゆうちょ銀行または郵便局窓口において備え付けの「払込取扱票」により，検定料 30,000 円を納付してください。

（ATM は，使用しないでください。）振込手数料は納付者の負担となります。 
「払込取扱票」の記入例は以下のとおりです。 
 

「払込取扱票」の記入例 

 
① ０１６４０   ② ２   ③ ９２９２６   ④ ３００００ 

⑤ 国立大学法人 愛媛大学   ⑥ 理工学研究科 〇〇プログラム〇〇分野 

⑦ （振込人の住所を記入）  ⑧ （振込人の氏名を記入） 

 
払い込み後，日附印を押した「振替払込請求書兼受領書」を「検定料払込証明書」＜[様式 8]＞に貼って，そ

の他の出願書類と一緒に提出してください。 

検定料が未納付の場合や納付した検定料が不足の場合は，書類の不備となり，出願が受理されません。 
 

【海外からの納付】 
海外の金融機関から送金する場合は，検定料 30,000 円を必ず円建てで，電信送金にて，下記の金融機関に

振り込んでください。日本円以外の通貨での送金は一切受け付けません。また，送金に際し銀行から手数料を請

求される場合は，すべて送金人（出願者）負担となります。 
出願書類とともに，必ず外国送金依頼書のコピーを提出してください。送金目的を入学検定料とし，必要連絡事

項に出願者本人の氏名及び受験する研究科名を必ず記入してください。 
検定料が未納付の場合や納付した検定料が不足の場合は，書類の不備となり，出願が受理されません。 
 
送金先金融機関  

銀行名： 株式会社 伊予銀行 （銀行コード： 0174） 
SWIFT コード： IYOBJPJT 

      支店名： 一万支店 （支店コード： 109） 
支店住所： 〒790-0878 愛媛県松山市勝山町 2-20-1 

      口座番号： 1799161 
      受取人： 国立大学法人愛媛大学 （〒790-8577 愛媛県松山市道後樋又 10-13） 
 

① ② ④ ③ 

⑥ 

⑤ 

⑧ 

⑦ 

② ① 

③ 

④ 

⑤ 

⑧ 
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◆検定料の返還請求が可能な場合 
一旦納入された入学検定料は通常返還しませんが，次の事項に該当した場合に限り，検定料の返還を請求す

ることができます。 

（１） 検定料を納入したが，出願しなかった場合 
（２） 検定料を誤って二重に納入した場合，又は誤って所定の金額より多く納入した場合 
（３） 規定により検定料が不要である志願者が，誤って納入した場合 
（４） 出願書類等を提出したが，不備等により受理されなかった場合 

 上記（１），（２）に該当する場合は，下記の連絡先に E-mail で事情を連絡してください。事由を確認次第，「検

定料返還請求書」を送付しますので，必要事項を記入の上，下記の連絡先住所に郵送してください。 
 上記（３）の場合は，受験票送付の際に「検定料返還請求書」を同封しますので，必要事項を記入の上，下記の

連絡先住所に郵送してください。 
 上記（４）の場合は，出願書類等の返却の際に「検定料返還請求書」を同封しますので，必要事項を記入の上，

下記の連絡先住所に郵送してください。 
 

〒790-8577 松山市道後樋又 10 番 13 号 
愛媛大学財務部財務企画課出納チーム 
E-mail アドレス： suitou@stu.ehime-u.ac.jp 

 
 
Ⅶ．出願・受験に際しての留意事項 
 １．受験に際しての注意事項 

(1) 出願者には，受験票の送付とともに，試験の日時・方法・注意事項，合格者発表日等を通知するので確認

してください。 
(2) 試験日前日に，試験場の掲示場に，試験時間，試験室，試験場本部の所在地等について掲示します。あ

らかじめ必要事項を確かめておいてください。なお，事前の試験室の下見は認めていません。 
(3) 受験に際しては，受験票を必ず携帯してください。受験票を紛失又は試験当日に持参し忘れた場合は，速

やかに申し出てください。 
(4) 試験開始時刻に遅刻した場合は，試験開始時刻後 30 分以内の遅刻に限り，受験を認めますが，試験時

間の延長は行いません。 
(5) 試験室内では，携帯電話等の電子機器類の電源を切り，かばんにしまってください。試験時間中に，これら

を身につけていたり手に持っていたりすると不正行為となる場合があります。その他，通知や指示に従ってくだ

さい。 
(6) 不正行為を行った場合は，当該試験の受験を無効とし，それ以後の受験も認めません。 
(7) 受験票は，入学手続，追加合格，及び入学試験個人成績等開示請求の場合に必要となるので，試験終

了後も大切に保管しておいてください。 
 

 ２．合理的配慮を希望する入学志願者の事前登録 
本学では，病気・負傷や障がい等がある方が，受験や修学の際に適切な合理的配慮を受けられるように，

事前の相談を受け付けています。 
該当する場合は，事前登録の際に必ずその旨を申し出てください。折り返し，手続等についてご案内します。 
日常生活で使用している補聴器，松葉杖，車椅子等の使用に関しても，受験上の合理的配慮の申請が

必要です。なお，座布団，ひざ掛け，タオル（サイズは問わない。），ティッシュペーパー，ハンカチ，目薬の持
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参・試験中の使用についての申請は不要です。 
受験上の合理的配慮を希望する場合は，下記(1),(2)の書類を出願書類とあわせて提出してください。提

出書類をもとに合理的配慮の内容を決定し，申請者に通知します。なお，提出された申請内容に関する問い

合わせ等が必要な場合があるので，相談は志願者本人，保証人，担任教諭等，志願者の状態を詳しく説明

できる方が行ってください。また，出願後の事故等により受験上の合理的配慮が必要になった場合，又は出

願の期限までに必要書類の提出が困難な場合は，速やかに入学試験に関する照会先までご連絡ください。 
(1) 受験上の合理的配慮希望申請書（https://www.ehime-u.ac.jp/entrance/master-guidelines-

download/）  
(2) 障害者手帳（身体障害者手帳，療育手帳，精神障害者保健福祉手帳の所持者）の写し又は受験上で

必要な合理的配慮内容が記載された医師の診断書（写しでも可）等，障がい等の現況が確認できる資料 
  

３．個人情報の取扱 

出願書類に記載された氏名，住所等の個人情報は，本学における出願の事務処理，出願書類に不備等

があった場合の連絡，試験の実施，合格者発表，合格された場合の入学手続関係書類の送付等のために

利用します。なお，出願書類等に不備があった場合には，その訂正・補完を迅速に行っていただくために，本

学を受験されること及び提出した出願書類等に不備があることを，志願票の連絡先に通知する場合がありま

す。 
また，本選抜に係る個人情報は，合格者の入学後の教務（学籍，修学指導等），学生支援（健康管理，

奨学金申請等），授業料納付等に関する業務，及び入試改善のための志願動向等の調査・分析等を行う目

的をもって本学が管理します。他の目的での利用及び本学の関係教職員以外への提供は行いません。 
 

４．学力試験（筆記）の問題及び解答例または出題意図，入学試験個人成績の開示 

(1) 学力試験（筆記）の問題及び解答例または出題意図の開示 
本研究科では，一般選抜試験の学力試験（筆記）の問題及び解答例または出題意図を開示します。開示

の希望者は，下記請求期間内に所定の手続きをしてください。 
期   日： 2022 年 12 月以降 
請求方法： 以下 URL にアクセスして請求してください。 
http://www.eng.ehime-u.ac.jp/forum/master/  

(2) 入学試験個人成績の開示 
本研究科では，入学試験の個人成績（総合点）を受験者本人に限って（代理人不可）開示します。順位は

開示しません。成績開示の希望者は，請求期間内に問い合わせの上，手続きをしてください。 
請求期間： 合格者発表日から 1 週間以内 
請求方法： 入学試験に関する照会先に E-mail で問い合わせてください。折り返し，手続き方法をお知ら

せします。 
 

５．入学手続，入学初年度の学費・諸経費，奨学金制度等 

(1) 入学手続に必要なもの （手続期間等は，合格通知書に同封の書類に記載） 
    ①  入学料（国費留学生・特別留学生を除く）    282,000 円 
    ②  本研究科所定の入学手続書類 
  

https://www.ehime-u.ac.jp/entrance/master-guidelines-download/
https://www.ehime-u.ac.jp/entrance/master-guidelines-download/
http://www.eng.ehime-u.ac.jp/forum/master/
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(2) 学費・諸経費 

授業料（国費留学生・特別留学生を除く） 前期分 267,900 円，後期分 267,900 円（年額 535,800 円） 
後援会費       10,000 円 
校友会費（愛媛大学の学部入学時に支払済の場合は不要）  20,000 円 
学生教育研究災害傷害保険料     1,750 円 
学生教育研究賠償責任保険料       680 円 

※授業料の納入時期については，入学後に別途お知らせします。下記の学費・奨学金等の額は，2022 年度

のものであり，今後改訂される場合があります。在学中に授業料改定が行われた場合には，改定時から新

授業料が適用されます。 
※国費留学生・特別留学生は，入学料・授業料の納付は必要ありません。 
(3) 授業料等の免除制度，奨学金制度 

経済的理由により，入学料，授業料の納付が困難でかつ学業優秀な者，又は風水害等の災害を受けるな

どの特別な事情がある者に対しては，徴収猶予制度のほか，選考の上，それらの全額又は半額を免除する

制度があります。 
また，日本国籍を持つ入学者で日本学生支援機構の奨学金の貸与を希望する者は，選考の上，奨学金

が貸与されます。（金額は 2022 年度のもの） 
第一種 無利子 50，000 円，88，000 円からの選択 
第二種 有利子 50,000 円，80,000 円，100,000 円，130,000 円，150,000 円から選択 

 
 
〇入学試験に関する照会先 

本募集に関する問い合わせは，E-mail で下記の宛先に，原則として志願者本人が行ってください。  
 

愛媛大学教育学生支援部 教育支援課 （理工学研究科）  
  〒790-8577 愛媛県松山市文京町３番 
E-mail アドレス： rikougakum@stu.ehime-u.ac.jp 

 


